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1.はじめに 

 水銀の有害性は国際的にも注目され、日本のみな

らず各国において医学的、科学的、生物的研究が盛

んとなっている。しかし、水銀が人、環境に対して

有害であるという事実が世界中での共通認識になっ

た今日でも消毒薬、治療薬、計測危機などに使用さ

れており、人間生活と密接にかかわりあっている。

本研究では，現在一般環境中に存在する水銀の有害

性を評価するため，琵琶湖・淀川流域で水銀の One 

Box型 Multimedia Modelを構築し，濃度計算を行

った。 

2.水銀排出量の推定 

 届出内排出量による対象領域内の排出量の推定

は，PRTR データ 1)に含まれる各事業所の排出量と住

所を使用した。出外排出量推計は，PRTR データ 1)

に掲載されているものを参考にした。れ以前の排出

量は貴田 2）が推定した，多量に使われていた用途の

水銀の使用量から，過去の水銀排出量を推定した。

域外からの影響は流入大気濃度で考慮した。国の影

響が大きいため，過去の流入大気中水銀濃度を中国

の GDP3）成長率に比例させた。算に使用した排出量

を Fig.1に、流入大気中水銀濃度を Fig.2に示す。 

3.マルチメディアモデル 

 実環境は大気、水域、土壌、底質の 4つのメディ

アで構成されているとした。また、水域は液相、浮

遊粒子相、交換性イオンから成り、土壌、底質は交

換性イオン、粒子相、液相から成るとした。 

4.計算結果 

 One Box型マルチメディアモデルを用いて琵琶

湖・淀川流域の各メディア中の水銀濃度を計算し、

計算値と実測値を比較した。結果を Fig.3に示す。

大気＜水域＜土壌≒底質の順に濃度が高くなっている傾向が再現

できたが、水域の計算結果が実測値よりオーダーが一つ高くなった。 

5.考察 

 モデルは、水域を除いて水銀の挙動を再現でき

た。地域の排出濃度の違いを正確に推定するために、分

布型モデルへ展開していく予定である。 
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Fig.1 計算に使用した水銀排出量 

 

Fig.2 流域内への流入大気濃度 
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Fig.3 計算結果 
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